





























３６０ 立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
１． 語学プログラムにおけるテスト法
　１ ．教授一学習過程での評価







































































　３６２　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
戻る 。〈Ｇｅｎｅｒａ１ａｂ１１１ｔｙ〉を測定するテストとして，彼は同じＮＲＴの中に熟達度テストとプレイ








たものが最適であるとし，彼のことはを借りると ，既成ではなく ｔａ１１ｏｒ－ｍａｄｅ であること ，つま
り， ｉｎ・ｈｏｕｓｅのテストであることが望ましいとしている 。
　プレイスメント ・テストとしては，プログラムの指導内容と深く関連性をもたせなければなら









用いている。この開発に関わ っているＪｕｌ１ｅ　Ｔｈｏｍｔｏｎ 氏（１９９８）によると ，ＥＳＬＰＥの開発では ，
「プレイスメント ・テストは特定の状況や指導目的に応じて作成すべきだ」と言う立場にた って
おり ，ＥＳＬコースの目的と内容に合致した下位テストの構成およぴ難易度になっ ている。現行
のテストは，作文，聞き取り ，読解の３種の下位テストからなり ，テスト時問はそれぞれ１時問 ，
合計３時問である。聞き取りテストはＥＡＰ（Ｅｎｇ１１．ｈ　ｆｏ． Ａｃａｄｅｍ１ｃ　Ｐｕ．ｐｏ．ｅ）の観点から，講義形
式の英文をノートをとりながら聴いた後に多肢選択形式の問題と真偽問題に答える形をとっ てい













































　３６４　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
がプレイスメント ・テスト（以下，「プレイスメント」とする）を実施し，その後，経済学部でも実
施するようにな ったいきさつがある。テスト作成にあた っては，難易度にばらつきをもたせるよ


































































Ａｄｖａｎｃｅｄ ６０ ．９０ ４． ４９１ １５２ ４９ ７１
ＵｐＰｅｒ　 Ｉｎｔ ４９ ．１８ ３． １６２ ２７７ ４４ ５５
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ ３８ ．４２ ３． ７０５ ２６４ ３１ ４４
Ｂａｓｉｃ ２６ ．５３ ３． ５４８ ７２ １６ ３１
　プレイスメントの素占を中心にして ，Ｓｕｐｅｒ Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＳＡ） ・Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＡＤ） ・ＵｐｐｅｒＩｎ －
ｔｅｍｅｄ１ａｔｅ（ＵＩ） ・Ｉｎｔｅｍｅｄ１ａｔｅ（ＩＭ） ・Ｂａｓ１ｃ（ＢＡ）の５段階の水準にクラス編成を行っているが ，
表２は，全体及びレベル毎の基礎統計を示したものである。全体の平均値が４６ ．５０点（ＳＤ・１１ ，７８６ ，
ｎ・７８７）で，±１標準偏差の範囲が５８２９から３４７１であり ，この範囲の者はＡｄｖａｎｃｅｄからＩｎ －
ｔｅｍｅｄ１ａｔｅの３レヘルに配置されていることになる。実際には，±１標準偏差の中にに入る者は ，
Ａｄｖａｎｃｅｄ１５２名中５３名 ，Ｕｐｐｅｒ　Ｉｎｔｅｍｅｄ１ａｔｅ２７７名全員 ，Ｉｎｔｅｍｅｄ１ａｔｅ２６４名中２１３名であ った。つ

















レベル　　４　９８０４４ ．６８７２４５１１ ．１７２　１７２１ ，２３１　＜ ．ＯＯＯ１
誤　　　差 ７８２　　　　　　１１１３６ ．０６０　　　　　　１４ ．２４０
（５４１）




ＳＡ 　ｖｓ　ＡＤ １４ ．６４４ １． ６９０ ＜． ０００１
ＡＤ 　ｖｓ　ＵＩ ２６ ．３６５ １． ６４１ ＜． ０００１
ＳＡ 　ｖｓ　ＩＭ ３７ ．１２９ １． ６４４ ＜． ０００１
ＳＡ 　ｖｓ　ＢＡ ４９ ．０１８ １． ８０５ く． ０００１
ＡＤ 　ｖｓ　ＵＩ １１ ．７２１ ．７４８ ＜． ０００１
ＡＤ 　ｖｓ　ＩＭ ２２ ．４８５ ．７５４ ＜． ０００１
ＡＤ 　ｖｓ　ＢＡ ３４ ．３７４ １． ０６０ ＜． ０００１
ＵＩ 　ｖｓ　ＩＭ １０ ．７６４ ．６３７ ＜． ０００１
ＵＩ 　ｖｓ　ＢＡ ２２ ．６５３ ．９８０ ＜． ０００１























































Ａｄｖａｎｃｅｄ ４６３ ．０４ ３１ ．５９１ １３９ ３３０ ５３７
ＵｐＰｅｒ　Ｉｎｔ ４３６ ．７７ ３０ ．５２２ ２５５ ３２７ ５００
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ ４０３ ．０８ ４１ ．１４！ ２５０ ２９０ ４８３
Ｂａｓｉｃ ３７１ ．８３ ４２ ．７１８ ５９ ２１７ ４４７
Ｓ１ 全　体
ｕｐｅｒ　Ａｄｖ
４０．６３５０．６３ ４．４３３５．８３３ ７２４１９ ２４４２ ６４６４
Ａｄｖａｎｃｅｄ ４３ ．４５ ３． ８８６ １３９ ３４ ５４
ＵｐＰｅｒ　Ｉｎｔ ４０ ．８３ ３． ３７９ ２５５ ３２ ４９
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ ３８ ．７９ ３． ６５１ ２５０ ２８ ４７
Ｂａｓｉｃ ３７ ．６８ ３． ９６７ ５９ ２４ ４３
Ｓ２ 全　体
ｕｐｅｒ　Ａｄｖ
４２．９９４８．４２ ６．２９５５．６８０ ７２４１９ ２０３１ ６１５８
Ａｄｖａｎｃｅｄ ４６ ．６９ ４． ６８６ １３９ ３３ ６１
ＵｐＰｅｒ　Ｉｎｔ ４４ ．３６ ４． ７７７ ２５５ ２７ ５６
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ ４０ ．８２ ６． １８７ ２５０ ２４ ５６
Ｂａｓｉｃ ３６ ．１４ ６． ７１７ ５９ ２０ ５０
Ｓ３ 全　体
ｕｐｅｒ　Ａｄｖ
４４．２７５０．５３ ６．１５９３．８６４ ７２４１９ ２１４１ ５９５７
Ａｄｖａｎｃｅｄ ４８ ．７６ ４． ８９９ １３９ ２９ ５９
ＵｐＰｅ・Ｉｎｔ ４５ ．８３ ４． ４６４ ２５５ ２９ ５６
Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ ４１ ．３１ ５． ６２１ ２５０ ２７８ ５３
Ｂａｓｉｃ ３７ ．７１ ５． ７１８ ５９ ２１ ５０
Ｓ１＝Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ　Ｓ２＝Ｓｔｒｕｃｔ皿ｅ　ａｎｄ　Ｗｒｌｔｔｅｎ　Ｅｘｐｒｅｓｓ１ｏｎ　Ｓ３＝Ｖｏｃａｂｕ１ａＷ　ａｎｄ　Ｒｅａｄｍｄ
（１）合計点をもとに
　表５に示したように，全体の平均値が４２６ ．３２点（ＳＤ ・４６，４８８，ｎ・７２４）であ ったが，先と同様に ，
±１標準偏差の範囲内（４７２．８１から３７９．８３）のレベル毎の分布を調べた。すると ，Ｓｕｐｅｒ Ａｄｖ －











　３６８　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
る方法や補うための他のデータがないため，それを承知の上で敢えて分析を行っている 。
　まず，ＴＯＥＦＬの得点をもとに分散分析を行ったところ（表６），各レベル間の差は，合計点に
おいても ，また下位テストにおいても統計的に有意であ った（ｐ＜ ．０００１）。 また，相関関係をみ







要因 ｄｆ 平方和 平均平方 Ｆ値 Ｐ値
合計 レベル ４ ６２４９１７ ．８９４ １５６２２９ ．４７４ １２０ ．３９８ ＜． ０００１
誤差 ７１７ ９３０３８８ ．４３８ １２９８ ．６１３
Ｓ１ レベル ４ ４３７１ ．９４０ １０９２ ．９８５ ７９ ．７３４ ＜． ０００１
誤　差 ７１７ ９８２８ ．５８１ １３ ．７０８
Ｓ２ レベル ４ ６８９６ ．２１２ １７２４ ．０５３ ５７ ．３４７ ＜． ０００１
誤　差 ７１７ ２１５５５ ．５８９ ３０ ．０６４
Ｓ３ レベル ４ ８８８９ ．４３９ ２２２２ ．３６０ ８６ ．５８０ ＜． ０００１






ＡＤ ．３０４　　 ＊＊ １３８
ＵＩ ．１８７　　　 ｎｓ ２５２
ＩＭ ．３９５　洲ホ ２３８
ＢＡ ．３９６　”ホ ５８







































値＝ ．０３８０）（ＩＭ ：Ｘ＝３８ ．７９，ＳＤ＝３ ，６５１ ・ＢＡ ：Ｘ＝３７ ．６８，ＳＤ＝３ ，９６７）で，両レベルをひとつのグル
ープと見なすことができよう 。同様に，Ｓ２とＳ３に関わる言語領域では，ＳＡとＡＤは等質グ
ループと見なせよう 。（Ｓ２において平均値の差１ ，７３０，ｐ値 ＝． １９７４（ｎ。），ＳＡ ：Ｘ＝４８ ．４２，ＳＤ＝
５， ６８０ ・ＡＤ ：Ｘ＝４６ ．６９，ＳＤ＝４ ，６８６）（Ｓ３において平均値の差１ ，７７１，ｐ値 ＝． １５３４（ｎｓ），ＳＡ ：Ｘ＝



















立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
図４　箱ヒゲ図（ＴＯＥＦＬ一下位テスト）





































































































































Ａｌｄｅｒｓｏ叫Ｃ ，Ｃ１ａｐｈａｍ，Ｃ＆Ｗａ１１，Ｄ（１９９５）Ｌ伽ｇ伽８３ Ｔ１鮒Ｃｏ郷舳ｄ７０〃舳４厄閉〃肋ｏ〃 Ｃａｍ
　　ｂｒｌｄｇｅ　Ｕｎ１ｖｅｒｓ１ｔｙ　Ｐｒｅｓｓ
Ｂａｃｋｍａ叫Ｌ　Ｆ（１９８１）Ｆｏｍａｔ１ｖｅ　ｅｖａｌｕａｔ１ｏｎｍ　ｐｒｏｇｒａｍｄｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔ　ｍ　Ｒ　Ｍａｃｋａｙ　ａｎｄ　Ｊ　Ｄ　Ｐａｌｍｅｒ





































　立命館経済学（第４７巻 ・第２ ・３ ・４号）
効果 ：レベル，有意水準 ：５％）
平均値の差 棄却値 Ｐ値
ＳＡ　ｖｓ　ＡＤ １４ ．６４４ １． ６９０ ＜． ０００１
ＡＤ　ｖｓ　ＵＩ ２６ ．３６５ １． ６４１ く． ０００１
ＳＡ　ｖｓ　ＩＭ ３７ ．１２９ １． ６４４ ＜． ０００１
ＳＡ　ｖｓ　ＢＡ ４９ ．０１８ １． ８０５ ＜． ０００１
ＡＤ　ｖｓ　ＵＩ １１ ．７２１ ．７４８ ＜． ０００１
ＡＤ　ｖｓ　ＩＭ ２２ ．４８５ ．７５４ ＜． ０００１
ＡＤ　ｖｓ　ＢＡ ３４ ．３７４ １． ０６０ ＜． ０００１
ＵＩ　ｖｓ　ＩＭ １０ ．７６４ ．６３７ ＜． ０００１
ＵＩ　ｖｓ　ＢＡ ２２ ．６５３ ．９８０ ＜． ０００１
ＩＭ　ｖｓ　ＢＡ １１ ．８８９ ．９８５ ＜． ０００１
ＴＯＥＦＬ一合計 ＴＯＥＦＬ－Ｓ１（Ｌ１ｓｔｅｍｎｇ）
平均値の差 棄却値 Ｐ値 平均値の差 棄却値 Ｐ値
ＳＡ 　ｖｓ　ＡＤ ３５ ．６４８ １７ ．２９８ ＜． ０００１ ＳＡ 　ｖｓ　ＡＤ ７． １８６ １． ７７８ ＜． ０００１
ＡＤ 　ｖｓ　ＵＩ ６１ ．９１２ １６ ．８１８ ＜． ０００１ ＡＤ 　ｖｓ　ＵＩ ９． ８００ １． ７２９ ＜． ０００１
ＳＡ 　ｖｓ　ＩＭ ９５ ．６０４ １６ ．８３０ ＜． ＯＯ０１ ＳＡ 　ｖｓ　ＩＭ １１ ．８４０ １． ７３０ 〈． ０００１
ＳＡ 　ｖｓ　ＢＡ １２６ ．８５４ １８ ．６５５ ＜． ＯＯ０１ ＳＡ 　ｖｓ　ＢＡ １２ ．９５４ １． ９１７ ＜． ０００１
ＡＤ 　ｖｓ　ＵＩ ２６ ．２６３ ７． ４５６ ＜． ０００１ ＡＤ 　ｖｓ　ＵＩ ２． ６１５ ．７６６ ＜． ０００１
ＡＤ 　ｖｓ　ＩＭ ５９ ．９５６ ７． ４８３ く． ０００１ ＡＤ 　ｖｓ　ＩＭ ４． ６５４ ．７６９ ＜． ０００１
ＡＤ 　ｖｓ　ＢＡ ９１ ．２０５ １０ ．９８９ ＜． ０００１ ＡＤ 　ｖｓ　ＢＡ ５． ７６８ １． １２９ ＜． ０００１
ＵＩ 　ｖｓ　ＩＭ ３３ ．６９３ ６． ２９４ ＜． Ｏ００１ ＵＩ 　ｖｓ　ＩＭ ２． ０３９ ．６４７ ＜． ０００１
ＵＩ 　ｖｓ　ＢＡ ６４ ．９４２ １０ ．２１７ ＜． ＯＯ０１ ＵＩ 　ｖｓ　ＢＡ ３． １５３ １． ０５０ ＜． ０００１
ＩＭ 　ｖｓ　ＢＡ ３１ ．２４９ １０ ．２３６ ＜． ０００１ ＩＭ 　ｖｓ　ＢＡ １． １１４ １． ０５２ ．０３８０
ＴＯＥＦＬ－Ｓ２（Ｓｔｍｃｔｕｒｅ ＆Ｗｒ１ｔｔｅｎ Ｅｘｐｒｅｓｓ１ｏｎ） ＴＯＥＦＬ－Ｓ３（Ｖｏｃａｂｕ１ａｒｙ＆Ｒｅａｄｍｇ）
平均値の差 棄却値 Ｐ値 平均値の差 棄却値 Ｐ値
ＳＡ　ｖｓ　ＡＤ １． ７３０ ２． ６３３ ．１９７４ ＳＡ　ｖｓ　ＡＤ １． ７７１ ２． ４３３ ．１５３４
ＡＤ　ｖｓ　ＵＩ ４． ０６０ ２． ５６０ ．Ｏ０１９ ＡＤ　ｖｓ　ＵＩ ４． ６９９ ２． ３６５ ．０００１
ＳＡ　ｖｓ　ＩＭ ７． ６０５ ２． ５６２ ＜． ０００１ ＳＡ　ｖｓ　ＩＭ ９． ２１８ ２． ３６７ ＜． ０００１
ＳＡ　ｖｓ　ＢＡ １２ ．２８５ ２． ８４０ ＜． ０００１ ＳＡ　ｖｓ　ＢＡ １２ ．８１４ ２． ６２４ ＜． ０００１
ＡＤ　ｖｓ　ＵＩ ２． ３３０ １． １３５ ＜． ０００１ ＡＤ　ｖｓ　ＵＩ ２． ９２８ １． ０４９ ＜． ０００１
ＡＤ　ｖｓ　ＩＭ ５． ８７５ １． １３９ ＜． ０００１ ＡＤ　ｖｓ　ＩＭ ７． ４４７ １． ０５２ ＜． ０００１
ＡＤ　ｖｓ　ＢＡ １０ ．５５５ １． ６７３ ＜． ０００１ ＡＤ　ｖｓ　ＢＡ １１ ．０４４ １． ５４６ ＜． ０００１
ＵＩ　ｖｓ　ＩＭ ３． ５４５ ．９５８ ＜． ０００１ ＵＩ　ｖｓ　ＩＭ ４． ５１９ ．８８５ ＜． ０００１
ＵＩ　ｖｓ　ＢＡ ８． ２２５ １． ５５５ ＜． ０００１ ＵＩ　ｖｓ　ＢＡ ８． １１６ １． ４３７ ＜． ０００１
ＩＭ　ｖｓ　ＢＡ ４． ６８０ １． ５５８ ＜． ０００１ ＩＭ　ｖｓ　ＢＡ ３． ５９６ １． ４４０ ＜． ０００１
（５５０）
